
第232回生存圏シンポジウム 

「地球環境科学における長期データの利用と分野横断研究 - データの

発掘とe-infrastructure -」 

1 

Session 1 
IUGONETプロジェクトの進捗と 

今後の予定 



Character of the Upper Atmosphere 

1. Affected by various phenomena from the earth surface to the space 

2. Many physical parameters 

3. Various waves including solar activity are overlapped 

 

Ground Observation 

Exo 
sphere 
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IUGONETの必要性 

IUGONETは 

  機関毎に整備されているデータベース 

  の相互参照がしにくい状況を改善し、 

  データ流通を進めて、複合データ解析による 

  新課題の研究を推進する基盤を作ります 

【参考】メタデータとは？ 

データそのもの（実データ）ではなく、 

そのデータを説明する付帯した情報。 

（例： 観測日時、装置の種類、データの所在） 

パンフレット 

P1-2 

これまでの問題点 

データベースが各機関に分散されて
おり、相互参照に多大な労力が必要 
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ス
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太陽地球系物理学における観測体制 

メタデータデー
タベース化 

超高層大気の地上観測で世界最先端の5機関が  
連携し，全球に広がる観測ネットワークを維持・運用 

多様な観測結果
を統合した観測
データベースの
構築の必要 

超高層大気分野では気象庁のような現業機関がない 

⇒ 研究者自身が観測を続けつつ、データベース維持・運用もしなければならない  
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地上観測ネットワーク 
スバールバル 

  ISレーダー 
  流星レーダー 
  オーロラ観測 飯館・女川観測所 

SuperDARNレーダー 
昭和基地 

 SuperDARNレーダー２台 
 MFレーダー 
 オーロラ観測 
 地磁気多点観測網 
 昭和・女川ELF 同時観測 

飛騨天文台 

ペルー国立イカ大学 

北海道HFレーダー 
（観測範囲） 

トロムソ 

  ISレーダー 
  流星レーダー 
  MFレーダー 

アイスランド 
  オーロラ観測所 （２点） 
   地磁気観測所 （３点） 

フレアモニタ望遠鏡 

太陽磁場活動望遠鏡 

惑星シンクロトロン電波望遠鏡 

EISCATレーダー  

フラックスゲート磁力計システム 

MAGDAS観測点 

赤道大気観測所 

赤道大気レーダー 

パンフレット 

P3-4 

地上からの超高層大気・太陽のリモートセンシング 

衛星観測とも協力している 
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プロジェクト概要 

京大 

理・附属天文台    

京大 

生存研 京大  理・地磁気センター 

大学間・研
究者間の
連携強化 

極地研 

名大 

STE研 

研究コミュニティー 

は拠点を通じて観測 

データを利用できる 
他の地球惑
星科学分野
へ展開 

九大 

ICSW

SE 

MD 

MD 

MD 

MD 

MD 

MD 

MD 

超高層大気科学 

バーチャル情報拠点 

東北大 

PPARC 

 本経費で雇用される 
 ディレクターおよび 

  メタ情報システム開発員 
により「超高層大気科学バー

チャル情報拠点」は 
開発・運用される 

                               運 営 協 議 会  

地磁気WDC 

宇宙線WDC 

オーロラWDC 

大学共同 
利用機関 

大学共同 
利用機関 

大学共同 
利用機関 

ディレクター 

議長 

メタ情報 

システム開発員 

  各機関の 
    専任教員 
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IUGONETの計画と主要なプロダクト 

1. メタデータデータベース 

2. 解析ソフトウェア 
パンフレット 

P7-8 

パンフレット 

P5-6 

H21年度 

多点情報交換システムを導入し，「超高層大気 

科学バーチャル情報拠点」を実現する。データの 

メタ情報の統一形式を策定する 

H22年度 

データ解析ソフトウェアを開発し，データベース 

化を進める。メタ情報の抽出作業を開始する。 

H23年度 

メタ情報をデータベース化し，解析ソフトウエア 

と共に公開する。 

H24年度 – H25年度 

過去約20年間に蓄積された観測データの 

データベース化 

・国際展開（海外との協力，途上国へ） 
・他分野への応用，他のデータベースと連携 

H26年度 

成果を総括し，「バーチャル情報拠点」の関連 

他分野への拡大・統合を検討 

平成24年3月 

公開 

平成24年2月 

公開 

予定より早く実現！ 
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開発メンバーの活動グループ・チーム 

佐藤由佳 

⇒ 2013．3からSystemグループの下に位置づけ 
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 H25/26年度計画概要  
項目 H25 H26 

System定常作業 

 システム拡張・引き継
ぎ 

 分散化 

 連想検索の実装 

 セマンティックウェブ
の準備。   
ESPASとのコラボ 

Judas開発（システムー解
析ソフト連携） 

解析ソフトグループ定常
作業・開発 

メタデータ登録 

Web/アウトリーチ定常作
業・NL発行等 

サイエンスタスク 
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Observatory, Instrument 
Datasetなど 

Granule 
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• メタデータ作成・登録は順調 

• 登録は指数関数的に増大（現在約800万
件） 

• 外部機関（情報通信研究機構,国立天文
台他）もメタデータを登録している 

登録済みメタデータ件数と利用状況の推移 

• アクセスユーザ数は右肩上がり 

• 検索キーワードは、超高層物理分野のワ
ード(DST, magnetometer等)が多数。
一方で、隣接分野や他分野のワード（
CO2, ocean等）も入力されている。 

ア
ク
セ
ス
ユ
ー
ザ
ー
数

 

月ごとのアクセスユーザ数の推移 

半期ごとのメタデータ登録件数の推移 

様々な分野のユーザから利用されていることが分かる。 

専門的かつ分野横断的データベースとして機能。 10 



今後の予定と事業継続の必要性 

国内外の他プロジェクトや団体の連携・サポート 

パンフレット 

P2 
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International cooperation 
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Establish the platform to integrate heterogeneous data from earth’s 

thermosphere, ionosphere, plasmasphere & magnetosphere 

Support the systematic exploration of multipoint measurements 

from the near-Earth space through homogenised access to multi-

instrument data 
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ESPAS e-

services 

ESPAS 

Users 

Network 

Enhance our capability to 

develop advanced models of the 

geospace environment 

Support data assimilation 

techniques 

Provide tools for improved 

search and retrieval of data, 

tools for validation of models 



MOU between IUGONET and ESPAS 
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超高層物理学における第４の科学の基盤 

[1] Tony Hey， Stwart Tansley，  

and Kristin Tolle， The Fourth  

Paradigm: Data-intensive  

Scientific Discovery， 

（Microsoft Research 2009）  

IUGONETプロジェクトは、 

超高層物理学分野におけるデータ集約型の第４の科学の基盤となりうる。 

デジタルオブジェクト識別子・著者識別子 

大学間連携プロジェクト 

・メタデータ・データベース 

・解析ソフトウェア 

連携（予定） 

IUGONETと、デー
タのジャーナルとの
連携が進めば、研
究サイクルが向上
する。 
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まとめ 
1. IUGONETは、地上からの電波・光学・望遠鏡観測により超高層大気観測を主

導・実施している5機関が連携し、メタデータデータベース（ＭＤＤＢ）とその解
析ツールを構築し，予定通り公開した。現在改良と，古い観測データの追加登
録をすすめている。 

2. メタデータの登録件数は指数関数的に伸び，現在約９00万件。IUGONET機関
以外からの登録も受付，国内外で標準ツールになっている。 

3. IUGONET MDDBを公開後，海外からもアクセスがあり，ヨーロッパや米国の同
分野のコミュニティーから連携・共同研究開発の話がある。ヨーロッパESPASプ
ロジェクトとは協定書を締結した。 

4. MDDB登録データの入手，表示，解析を簡便化するツールは， 海外の超高層
大気に関する衛星や日本のERG衛星（2015年打上予定）の解析ツールでもあ
り，学生，海外研究所でユーザーが増えている。 

5. IUGONETバーチャル情報拠点は，CODATAや国内WDS（世界データシステム）
活動からも注目され，すでに他の分野にも応用されようとしている。 

6. 今後、バーチャル情報拠点を維持発展させ，実データの交換・利用促進し，衛
星との相互利用，古い観測データの掘り起こしを含めた貴重な研究資源の有
効利用をする必要がある 
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今後の展望 

 超高層大気の研究および観測技術は進歩を続け，また、データを取り扱うICT技術も日々急速に進
化をし，事業開始後４年間の間に，超高層大気観測データを取り巻く状況は大きく変化した。 

 特に，事業開始後，IUGONETと欧米諸国のデータシステムとの連携が進み，IUGONETの活動が
停止することは国際的にも大きな痛手・損失となるため，IUGONETバーチャル情報拠点と専門
チームを維持する必要がある。  

継続的が必要な理由 

 １）IGY(1957/1958)以来の国際共同プロジェクトで日本の税金により続けられてきた観
測・データ流通・研究システムの維持。 

 ２）観測データにかかわる状況の急激な変化に対応し，また，諸国のデータシステムとの
連携を維持発展させるため，データ専門チームを維持する必要。 

    一般経費化しないと 開発チームは解散せざるを得なくなる。⇒拠点の維持発展は無理 

 ３）観測データ共有の必要。 

   

 実データの流通・交換の促進 

 衛星事業との連携（THEMIS, ERGなど） 

 継続的にデータマイニング⇒国民の税金で取得された研究資源・社会インフラの利活用 

 分野横断的事業推進：他の地球惑星科学（気象，地震など），環境分野と応用・連携 

 データサイエンス（ビッグデータ，第4の科学に対応）。 

 国際展開：アジア・オセアニア地区におけるリーダシップ，ヨーロッパ・米国との3極連携の発展 17 


